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  ①．「制作の基本工程」 
 
  ②．「石膏胎による制作工程」 
 















































































































































































































































《積彩の動態Ⅲ》[図版31] 漆下地によって塗面となる部分を成形する。  
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制作年：2019年 サイズ：H150×W300×D250mm 素材 ：漆、石膏 
 






















生漆 ( 縮 )









て無数に拡充されていくものである。円周外縁部は呂色 ( 磨き上げ ) で、内縁部は塗立てで仕上げられており、
中央部は自然物質としてのウルシ ( 縮み、傷を塞ぐように硬化する ) をあらわした。
　採取された生漆、漆下地、精製された透漆と加工が進み、白漆は透漆の固有色に最も影響を受ける色として位
置づけている。磨き上げられた黒漆が工芸的自然としての漆の最も高めれたあらわれとなる。
朱漆
